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１　はじめに　―問題の所在と本稿の趣旨―

現行の高等学校学習指導要領の特別活動に関する部分では、学校行事の目的について次の

ように記述されている。

学校行事を通して，望ましい人間関係を形成し，集団への所属感や連帯感を深め，公共

の精神を養い，協力してよりよい学校生活や社会生活を築こうとする自主的，実践的な態

度を育てる。（注１）

学校行事（以下「行事」）とは、人間関係を再構築し、公共的な価値観を育む教育的な時

間であると考えられる。これに関連し、例えば藤井（2012）（注２）は、文化活動には日常を異

化する力があることに触れながら、文化的行事には非日常の側から日常を眺め直し、日常へ

の違和感を生み出すことで日常を作り替えていく力があると述べている。実際に桑原（2008）

（注３）や藤田（2008）（注４）によって、それぞれ行事を通した効果的な実践によって生徒達が変

化した事例も報告されており、教育課程における行事の重要性を確認することができる。

さて、そのような行事に関連して、ここで行事の終わり際の教員による訓辞の中で誰もが

聞いたことがある「家に帰るまでが遠足」という言葉を思い出してみたい。よく耳にするこ

の言葉は直接的には「高揚感と解放感によって事故や間違いを起こさぬよう、気を抜かずに

帰りなさい」という教育的な配慮を示す表現と考えられる。しかしながら先述した藤井に従っ

て言い換えれば、このことは「異化が起こる非日常が日常に戻るまでがその行事なのだ」と

いう捉え方もできる。つまり、ある行事が終了し、生徒達それぞれが帰宅するか、もしくは

翌日いつも通りの生活に戻るまで行事の余韻は続いているため、行事そのものが終わっても、

日常の異化自体はまだ終わっていないのである。実際に、行事後の高揚感でその日一日はい
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つもとは異なる感覚で生活していたり、その日の帰りは友達と普段は話せないことが話せた

り、といった体験は、誰しも覚えのあるところだろう。

Z. バウマンは、祭りの場における一時的な連帯感を「カーニヴァルのつながり」、それを

形作るコミュニティを「カーニヴァルコミュニティ」と称している（注５）。そしてカーニヴァ

ルコミュニティでは、人間の絆が本当に大事になる時にはコミュニティ自体が雲散霧消する

ということが述べられている。バウマンよりも早くカーニヴァルという用語を哲学的に用い

た M. バフチンによれば、カーニヴァルの本来的な意味は、そういった「盛り上がり」だけ

ではなく、道化が王になり戴冠と奪冠をする両義性（注６）だと言い表すことができる。祭り

では、道化が王になる。つまり本来、祭りそのものは藤井（2012）（注７）が述べるような日常

の異化を生じさせ、非日常の側から日常を眺め直し、日常への違和感を生み出すことで日常

を作り替えていくものなのだ。

ここで民俗学的な見地に立てば、行事にはその原初的な要素としての祝祭性を見ることが

できるだろう。神社における祭礼（例大祭）は一般に「宵祭」（神迎えの儀式）・「本祭」（祝

祭の本体）・「後祭」（神送りの儀式）という三部構成で行われる。神が来訪することで非日

常の時間が開始され、祭りが済むと神送りの儀式によって日常が回復するのである。行事を

この祭礼のアナロジーで捉えれば、行事の「後祭」は公式には（たとえば体育祭の）閉会式

である。そこで行事の規模と性格によっていわば「祭祀」を主催する立場である校長・教頭・

学年主任といった教員からの訓示があり、公式にはそれで「神」が送られ非日常は終了する

はずである。先述の「家に帰るまでが遠足」といった使い古された言辞は、教員の意図から

すれば、生徒の行動に対する学校のコントロールが保護者の元に生徒が無事に戻る時点にま

で及ぶべきことを述べながら、しかし、それと表裏一体となった「（実は）家に帰るまでは

非日常が終わらない」という現象を示唆するものであることにおいて、きわめて象徴的であ

る。この両義性を持った「家に帰るまで」の特別な時間の中に、「制度外の後祭」すなわち

生徒達が「打ち上げ」と呼ぶイベントがしばしば発生する。「打ち上げ」とは、言うまでも

なくイベントの後に仲間で食事や遊びに出かけることを意味する。行事そのものがフォーマ

ルな祭りだとすれば、この「打ち上げ」はインフォーマルな祭りである。儀礼の本体として

フォーマル度の高い「神遊び」としての「行事」を行い、そのあとに「人遊び」の要素の強

いインフォーマルな儀礼が配されていると考えることもできる。教員の目が届くフォーマル

な行事そのものよりも、完全に生徒達だけの世界が形成されるインフォーマルな「打ち上げ」

にこそ、実は生徒達の行事後の変化や本音が見受けられ、ある部分においては行事と同等か、

あるいはそれ以上に日常を異化する機能を持っているのではないだろうか。そこにコミュニ

ティの秩序を作り出す機能も認められるのではないだろうか。

そこで本稿では、高校の「文化祭」「体育祭」の後に行われる「打ち上げ」で生徒達がカ

ラオケに行くケースを主たる対象として、その様態や生徒の心理状態等を質的に分析してい

きたい。高校生を対象とするのは、そもそもインフォーマルな祭りである打ち上げという行
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為を実施するためにはフォーマルな行事そのもの以上に生徒自身の行動力が必要となるから

である。ある程度の経済的かつ行動的な自由も必須であり、その意味では中学生よりは高校

生がふさわしい。また「文化祭」「体育祭」を取り上げるのは、学習指導要領に述べられて

いる「儀礼的行事」「文化的行事」「健康安全・体育的行事」「勤労生産・奉仕的行事」「旅行・

集団宿泊的行事」の５種の行事のうち、これら２つの行事が高校生にとって毎年必ず訪れる

ものであるからである。さらに、他の行事に比べ生徒が特に主体的に活動できる行事である

という点も重要である。実際に日常の異化が生じるためには、異化が生じやすい環境が求め

られるが、たとえば儀礼的行事は毎年行われるものの、それは生徒にとって堅苦しく、自分

の入学式・卒業式以外の式典が今後の自分の生活に影響を与えるような大きな出来事になる

ことは稀である。日常の異化という点では「勤労生産・奉仕的行事」と「旅行・集団宿泊的

行事」も効果的だが、「勤労生産・奉仕的行事」は行事の精選といった事情によって、学校

による実施の程度の差が大きい。また、「旅行・集団宿泊的行事」は必ずしも毎年行われる

とは限らない。日常の異化を起こしてクラス内での関係性や生徒の価値観を再構築するとい

う点では文化祭や体育祭が最も安定した効果を持っていると言えるだろう。また、「打ち上げ」

の場面としてカラオケに焦点化するのは、実際に高校生に対して「打ち上げ」に関する聞き

取り調査を実施したところ「カラオケに行く」という回答が多く得られたからである。「カ

ラオケ」は昨今の若者にとってきわめて一般的なレジャーとなっている。例えば2013年版の

レジャー白書によれば、カラオケ参加率の世代別１位は男女共に10代（男性10代は51.0％、

女性10代は76.5％）であり（注８）、2012年版でも世代別１位は男女ともに10代である（男性10

代は59.6％、女性10代は70.0％）（注９）。『別冊カドカワ』（2013年１月）に掲載された大手カ

ラオケチェーン JOYSOUD 関係者へのインタビューによれば、自由になるお金や時間の関

係から10代後半から20代前半に該当する高校生や大学生が主な客層であるということである

（注10）。

そのように若者にとってポピュラーな場である一方で、カラオケには参加者同士の濃厚な

気遣いの存在も指摘されている（注11）。後述する大学生に対する聞き取り調査でも、選曲や行

動に気遣いが必要な場面があることが示されている。そのように立ち振る舞いが複雑であり、

ときに繊細な気遣いを要するカラオケという特殊な場で「打ち上げ」が行われた場合、生徒

達は一体どのような心理状態で時間を過ごすのだろうか。そしてまた、そこでは行事によっ

て生じた日常の異化が行われ続けているのだろうか。

２　カラオケでの歌唱の意味

まず、先行文献の中で、カラオケで歌唱するという行為がどのように扱われているか整理

したい。

小泉（1999）（注12）は、高校生を対象に調査を行い、高校生が日常的に聴いている「パーソ

ナル・ミュージック」、カラオケで盛り上がるような世代共通の「コモン・ミュージック」、
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世代の異なる音楽教師とコミュニケーションを図る「スタンダード・ミュージック」という

３つの音楽の種類を使い分けていることを明らかにしている。そして高校生は「パーソナル・

ミュージック」を学校やグループの中では隠し、逆にカラオケなどの公の場で「コモン・ミュー

ミュージック」を仲間と歌うことで、私的感情を超えた連帯感を確認していると論じている

（注13）。つまり高校生は友人とカラオケで歌唱する場合、「自分の好きな曲」よりも、「他の参

加者が知っているであろう曲」を歌う傾向にあるということである。

宮台（2007）（注14）もカラオケでの若い世代の音楽享受について、仲間と盛り上がれればい

いものと捉え、カラオケボックスに行く場合には初めて紹介される友だちが混じることも

あって、自分だけしか知らない歌を歌うことは極力避けられるとしている。また吉井（1984）

（注15）も、そもそもカラオケの存在意味は、企業社会の人間関係の潤滑剤としての役割にあっ

たとしている。この宮台と吉井の見解は、対象にずれがあるものの「カラオケで楽曲を歌う」

という行為が参加者との連帯感を高めることを意図されている点では小泉が述べていること

と共通している。さらに、前掲の JOYSOUND 関係者は「みんなで盛り上がれる曲」を今

のミュージックシーンのキーワードだと位置づけ、AKB48、EXILE やゆずといったカラオ

ケの参加者が掛け合って歌唱することで盛り上がることを指摘している（注16）。つまり、若者

にとってカラオケとは、共通の認識されている楽曲を歌い合うことで友人との連帯感を高め

る場であることがわかる。そこでは、歌唱する本人しか知らない曲を歌うよりは広く認知さ

れた楽曲を歌う方がより目的に適った行為なのである。

一方で土井（2009）（注17）は、宮台や小泉らとは異なった角度から昨今の青少年にとっての

カラオケについて言及する。土井によればカラオケは各自が好きな歌を勝手に歌い合ってい

れば参加者が時間と空間を共有できる場所であり、みんなで盛り上がるための場というより

も一緒にいる時間を「やり過ごす」ための場であると述べる。土井によれば、カラオケで何

を歌うかは大した問題ではなく、カラオケで時間を共有することが参加者との関係性におい

て重要なのだということである。つまり、「連帯感を高める」とまではいかないものの、先

述した小泉ら３名も、土井も、カラオケという場での歌唱行為が若者（注18）にとって参加者

との関係性の維持や形成に注目していることに違いはないが、何を歌唱するかという点では

両者の認識にはずれがある。この認識のずれはどのように解すべきであろうか。

筆者（中西）は、大学生のカラオケにおける選曲行動について調査する上で就実大学の教

養科目「ポピュラー音楽の歴史」受講生7名による座談会形式の聞き取りをおこなった。そ

の詳細な分析は他の機会に譲るが、ここではその調査から、本研究に関わる部分を記述する。

なお聞き取りの対象は、当該授業に積極的に取り組んだ受講生の中から調査の主旨を理解し

て協力を申し出た学生であり、カラオケを好み、よく利用する層という偏りを持っている。
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聞取り対象者 ：就実大学人文科学部・教育学部・薬学部１年生７名（女子５、男子２）

聞き取り年月日：平成26年７月25日（約45分間の座談会より）

聞き取り者 ：中西裕

記録方法 ：ボイスレコーダーによる録音

発話者の表記 ：以下でＡ～Ｇと表記されるのは聞き取り対象の学生である。Ｎは聞き取

り者（中西）を示している。また「口々」はほぼ同時に複数の聞き取り

対象者が異なる発言していることを、「一同」はほぼ同時に複数の聞き

取り対象者が同様の発言や同意の声を上げていることを示している。

Ｎ「カラオケにパターンがあるのかな、っていう」

口々「家族」「部活」

Ｎ「部活だと先輩後輩っていう感じなのね」

Ｄ「打ち上げの二次会とか。よし！　カラオケ行くぞ、みたいなノリで」

Ａ「（略）音楽系の同好会に入ってるんですけど、気の置けない関係なんですけど、でも

選曲はやっぱり先輩もいるんで」

Ｃ「年の差があるとき、っていうのもちょっと」

Ｎ「ああ、目上がいるカラオケっていうのもあるわけね。で家族っていうのもあって、気

の置けないのもあって、ちょっと気が張るやつもあると」

Ｄ「バイト先でとかもありますね」

Ｆ「気の置けないと言っても、その、曲のジャンルが一緒の子と曲のジャンルがバラバラ

な子ってあると思うんです」

Ａ「ああ、ありますね」

Ｎ「あ、そうか。じゃあ、友達としては親しいんだけれども、音楽の趣味が合ってるわけ

ではない……」

Ｂ「ああ、あるある」

Ｎ「……て、いう場合は選曲のしかたが別なわけね？」

Ｆ「ボカロ※通用する子と、ボカロ嫌！　ていう子とだったら、やっぱり曲も変えなきゃ

いけなくなるんで」（※「ボーカロイド」の略。「初音ミク」などの歌声合成ソフト「ボー

カロイド」を利用して作られた楽曲）

Ａ「たぶん一番気の許せるっていうのは、ジャンルもまったく同じ友達」

一同「うんうん」

Ｆ「私の場合は、気の置けない友達でもジャンルが違う子とかいるんですけど、（略）

ジャンルがたとえ違ったとしても一緒に行って自分の好きな曲を入れたりとか」

Ｂ「私もそんな感じです。基本的に仲いい子でも（略）だいたいジャンル違うんですよ。

でも、あっちも好きに歌ってるから、私も好きに歌おう、みたいな感じで」
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Ａ「（略）気の置けない友人二人とジャンルがまったくバラバラで、僕はアニメ音楽とかロッ

クとか聞いて、もうひとりはポップとか J-POP で、もうひとりはアイドルソング歌う

のが中心なんですよ」

Ｂ「すげーな（笑）」

Ａ「僕は、この場合に限り自己中に歌う、っていう。気兼ねない友達なので、いちおう。ジャ

ンルが違うだけで変わってしまうのはやっぱり考え物かなとは思いますよね」

Ｇ「やっぱり本当に仲いい子と行ったら何も考えずに入れてます。で、歌ってますけど聞

いてないです、基本（笑）。携帯いじってます。携帯いじって、『初めて聞く、この曲な

に？』みたいな感じで聞いたりします」

〈中略〉

Ｇ「気の張る友達と行くと、歌いたくても歌えなかったら、すごいストレスたまるんで、

そのストレスの解消にヒトカラ※に行きます」（※「一人カラオケ」の略）

一同「ああ、わかる」

カラオケには様々なメンバーによるものがあり、「気の置けない仲間」とのカラオケもあ

れば「気の張る相手」とのカラオケもあるということが述べられている。そして「気の置け

ない仲間」の場合には好き勝手に選曲し、「気の張る相手」との場合には基本的に皆が知っ

ているであろう楽曲を選ぶのである。気の張るカラオケでストレスを感じてそれを「一人カ

ラオケ」で自由気ままに歌うことで解消するという発言にはほぼ全員が同意の声を上げてい

る。気の張るタイプのカラオケでの気遣いは、彼らの層の若者にとってかなりのエネルギー

を費やすものであることがわかる。サークルの先輩なども混じる大学生の「打ち上げ」は気

遣いの必要なカラオケに分類されるものだろう。

このことから前掲の土井と小泉らの見解の相違を考えれば、土井が主として「気の置けな

い仲間」とのカラオケを想定しているのに対して、小泉らがある程度「気の張る相手」との

カラオケを想定しているということが言えるだろう。

３　カラオケで行われる「打ち上げ」の様態

では、文化祭・体育祭といった行事の後に行われる高校生どうしの「打ち上げ」における

カラオケの実際の様子を見ていきたい。複数の高校生グループを対象に筆者（玉木）が長期

的に行った「打ち上げ」に関するエスノグラフィーをいくつか示していく。小泉（1999）は

スクール・エスノグラフィーの課題として高校生が個々の嗜好を隠す傾向にあると述べてい

る（注19）が、玉木は愛知県内の高等学校や予備校においても講師を務めており、日常的に生

徒とラポールと言うべき関係を築いている。以下の聞き取り対象生徒の発言がときに非常に

なれなれしい物言いになるのはそのせいであるが、同時にそれは彼らの本音を聞き出し得て

いることの証左とも言えるだろう。
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CESE１　「打ち上げ」に行く場所とカラオケでの「打ち上げ」１

聞き取り対象者：愛知県小牧市内の私立共学高校３年生の男女４名

聞き取り年月日：平成26年９月29日（学校の授業の合間の約５分間）

聞き取り者 ：玉木博章（下記ではＴと表記、以下の聞き取りでも同様）

記録方法 ：携帯電話端末の音声メモ機能による録音（聞き取り時は忌憚のない本音

を聞き出すために録音の事実は告げず、聞き取り終了後に聞き取り内容

の匿名での公開の許諾を得ている。以下の聞き取りでも同様。）

Ｔ「ねぇねぇ、ちょっと教えて欲しいんだけどさ、今年の文化祭とか体育祭の後、打ち上

げとかやった？」

Ａ「うん、やったよー。全員は来てないけどね」

Ｂ「あぁ、行った行った」

Ｔ「全員来てないんだ（笑）ちなみに何するの？　あ、今まで何した？　とかでもいいけ

ど」

Ａ「え、とりあえずみんなで飯いって。焼肉とか？　あと、ボーリングとか、カラオケと

か。とりあえず集まる？　みたいな？」

Ｃ「うちカラオケとか嫌なんだよね」

Ｔ「なんで？」

Ｃ「何か時間の無駄じゃん。それよかみんなで話してた方がいいし。〇〇（店の名前が入

る）とか。そこでずっといいって言ったし」

Ｔ「そうなんだ。でも結局行ったんだよね？」

Ｃ「うん。まぁ」

Ｄ「〇〇（Ｃの名前が入る）、そんなこと言ったってナンダカンダ楽しんどったじゃん」

Ｃ「まぁ行けばねー。でも好きじゃないしー」

Ａ「てか、とりあえずやることが大事じゃね？」

Ｂ「とか言って来ない奴いるじゃん」

Ｔ「ああ、そうなんだ。ありがとう」

ここでは「打ち上げ」の内容が選択的であり、「会食」や「ボウリング」と並んで選択肢

の一つにカラオケがあるということが語られている。また、Ｃについては、「カラオケを好

まないが、それでも皆が行くということになれば拒みはせず、行けばそれなりに楽しむ」と

いう姿勢が語られている。
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CASE２　カラオケでの「打ち上げ」２

聞き取り対象者：愛知県名古屋市内の私立共学高校３年生男子２名

聞き取り年月日：平成25年10月３日木曜日（学校の昼休みの約５分間）

Ｔ「10組優勝したね。団結ってカンジだったじゃん」

Ｈ「まぁ、みんなは」

Ｉ「僕達は関係ないから」

Ｔ「え、でも〇〇（名前が入る）君達だって試合出たでしょ？」

Ｈ「出たけど。出ただけだし」

Ｉ「疲れたよね」

Ｔ「何か打ち上げとかあったらしいじゃん？　行ったの？」

Ｈ「え、あ。はい、一応」

Ｔ「一応？」

Ｉ「カラオケだったんですよー」

Ｈ「行っても歌わないから。恥ずかしいし、下手だし、歌いたくないし」

Ｔ「え？　どういうこと行ったんでしょ？」

Ｈ「何か、とりあえず行ける人は行くみたいな感じで。でもカラオケとかホント行かない

んで。○○（Ｉの名前が入る）もだろ？」

Ｉ「○○（クラスの中心的な生徒の名前が入る）君が、みんな歌えって言ってたけど。ど

うせ歌っても誰も聞いてないし」

Ｈ「やっぱ行かなきゃ良かったよな」

Ｔ「楽しくなかったんだ？」

Ｈ＆Ｉ「はい」

Ｈ・Ｉは CASE１のＣと同様カラオケを好まないが、Ｃが「行けば行ったで楽しむ」の

に対して「行っても歌わない」「歌いたくない」「歌っても誰も聞いていない」といった、よ

り強い否定感情を表明している。しかしここで注目すべきは、「カラオケには（普段は）行

かない」というＨ（おそらくＩも）が「行かなきゃよかった」と言いながらも実際には「打

ち上げ」のカラオケに参加しているということである。行事の祝祭感の伴わない日常的な場

においてはカラオケに参加しないこのような層が、行事後の「打ち上げ」の場合には参加せ

ざるをえないものを感じているのである。ここには、日常の時空の中では発動されない、特

別な種類の強制力や同調圧力が存在しているといえるだろう。

ではカラオケで歌唱することにポジティブである層は、行事後のカラオケの場をどのよう

なものと捉えているのだろうか。
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CASE３　カラオケでの「打ち上げ」3

聞き取り対象者：愛知県名古屋市内の私立共学高校三年生女子３名

聞き取り年月日：平成25年９月25日水曜日（授業前の約５分間）

Ｔ「８組打ち上げやった？　カラオケ行ったらしいじゃん」

Ｅ「おー。玉ちゃんよく知ってるね？」

Ｔ「いや、さっき話とったやん（笑）　何歌ったん？」

Ｆ「え？　まぁ割と王道？　恋チュンとか？（笑）」

Ｇ「そうそう。盛り上がりそうなやつ入れるよね。とりあえず入れとけーみたいな。歌う

しね。それか男子に投げるか（笑）　確か○○（男子の名前）がさ」

〈中略〉

Ｆ「でもさ。実際〇〇（聞き取り調査に参加していない友人の名前）とか、〇〇（男子の

名前）の目とか超気にして大人しかったしね（笑）」

Ｇ「そうそう、ウけるよね（笑）　いつも結構歌うのに」

Ｔ「あんまりいつもと違うカンジだったんや？」

Ｅ「あー。そうだねぇ。ナンダカンダみんないるしね」

Ｔ「てか、お前らでもそういうの気にするんだな（笑）」

Ｅ「は？どういうことそれー」

Ｔ「気にしなさそうじゃん」

Ｆ「もう玉ちゃんいかんし。授業寝るー」

Ｇ「マジ傷ついたー」

Ｔ「はは（笑）　わかったわかった」

行事後のカラオケにおいては、気の置けない仲間とのカラオケのように「好き勝手に」歌

うのではなく「盛り上がりそうな」楽曲が意識的に選択されることが語られている。そのよ

うな場合にふさわしい楽曲を「王道」と表現しているが、これは小泉（2007）の言うところ

の「コモン・ミュージック」であろう。実例として挙げられている「恋チュン」は AKB48

のヒット曲「恋するフォーチュンクッキー」だが、単にヒット曲として認知率が高いだけで

なくアップテンポで覚えやすいメロディーラインの明るい楽曲で、また振り付けも比較的平

易で素人が真似しやすく、「みんなで歌う」あるいは時には「振り付きで歌う」という盛り

上げに効果的な楽曲である。

後半では、その場にいない別の女子生徒が、日常のカラオケにおいては同席しない特定の

男子生徒の目を気にして大人しく振舞っていたことなどが語られているが、話題になってい

る女子生徒は普段は同級生に対しても比較的はっきりとした態度の生徒で、教員に対しても

物怖じせず思ったことを口にするタイプの生徒である。またＥ・Ｆ・Ｇも同様なタイプだが、
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「みんながいる」ということで「盛り上がる曲」を選択するというような気遣いをしている

のである。行事後のカラオケが普段のそれと違う「特別感」を帯びていることがわかる。こ

の場合は普段参加しないメンバーの存在によるものだが、「打ち上げ」という「インフォー

マルな祭り」において日常の場においては発動されない種類の気遣いが発生することも、場

が持つ祝祭性のひとつの要素と言えるだろう。普段とは違うメンバーがいることで、場を盛

り上げようとしたり、その目を気にして普段と違う行動を取ったりすることは、彼女たちな

りに日常の異化を起こそうとしていることと解することもできるかもしれない。

CASE４　カラオケでの「打ち上げ」４

聞き取り対象者：愛知県豊田市内ならびに岐阜県岐阜市内の高校２年生の男子２名

聞き取り年月日：平成26年10月25日月曜日（予備校の授業の合間の約５分間）

Ｔ「あ。ねぇ、そういえばさ。二人の学校は、今年学祭の後とか打ち上げやった？」

Ｊ「あ、はいやりましたよ」

Ｋ「うちも、やりました」

Ｔ「え、どんなカンジ？　どんなカンジ？　どこ行ったの？」

Ｊ「普通に、ご飯食べて、カラオケとか」

Ｔ「お、そうなんだ？　〇〇（Ｋの名前が入る）君のとこは？」

Ｋ「うちも、同じですね。焼肉とか、去年はパスタとか。ご飯食べて。それでまぁ適当に、

遊んで」

Ｔ「どっか行ったの？」

Ｋ「いや、公園で鬼ごっこしたりとか（笑）」

Ｊ「それやばいな（笑）」

Ｋ「そうそう（笑）　そしたら警察来てさ。誰かが通報したみたいで。大変だったし（笑）」

Ｔ「そうなんだ（笑）　俺も中学の時似たようなことあったけどね（笑）　でも、どこかお

店行かなかったの？　それこそカラオケとか？」

Ｋ「まぁカラオケは、高校生時間あるんで。入れないんですよ。面白いと思うんですけど

ね。あとお金とか。夜は高いんで」

Ｔ「あ。なるほどね。でもＪ君のとこはカラオケ行ったんでしょ？」

Ｊ「そう、ですね」

Ｔ「雰囲気どんなカンジ？　歌いたい曲とか歌う？」

Ｊ「あ、そうですね。ガンガン。もったいないんで」

Ｔ「気遣ったりしないの？」

Ｊ「する奴もいるんですけど」

Ｔ「〇〇（Ｊの名前が入る）君はしないんだ？」
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Ｊ「そう、ですね。あんま、僕は気にしないです」

Ｔ「なるほど。みんなそうなの？」

Ｊ「あ、はい。割とそういうの気にしないですね。仲いいですし。てかいい人しか来ない

ですし」

Ｔ「なるほど、最初っから楽しいだろうって思うメンツしか来ないんだ。そういうメンツ

だと確かに楽しいわなぁ」

まず注目したいのはＪが「ご飯食べて、カラオケ」に行くという「打ち上げ」の形態を「普

通に」と修飾している点である。CASE１でカラオケが選択肢の一つであると述べたが、こ

こではカラオケという選択がきわめて一般的なものであるということが語られている。民俗

学的視点によれば芸能は神事性と娯楽性の二面性を持つが、神事（儀式）から芸能（娯楽）

へと展開するという現象を早く折口信夫が指摘していることは周知のとおりである（注20）。前

出の「ボウリング」も技芸という意味での芸能性を帯びてはいるが、カラオケはより明確に

芸能であり、祝祭の一部として一般的なものと認知されていることは故あることと言える。

これに対してＫも同意するが、時間や値段などの理由で選択しなかったことが語られている。

その代わりに行われたのが、警察に通報されるほどに「ハメをはずした」雰囲気で行われた

鬼ごっこである。これを博多の筥崎宮の「玉せせり」や日本各地で広く行われている「喧嘩

祭り」などのアナロジーで捉えることはあながち的外れではないだろう。行事後の「打ち上

げ」に日常を異化する祝祭性があることは、高校生も無意識に感じていることなのである。

もうひとつＪの発言からわかることは、CASE３までのカラオケと異なり、気を遣わない

のカラオケもあるということだ。大学生への聞き取り調査でも語られたように「気の置けな

い仲間」との気遣いのいらないカラオケは、行事後の「打ち上げ」の場面にも存在している

のである。この種のカラオケをどう解したらよいだろうか。

ここには二つの見方が可能である。ひとつは、祝祭性が乏しく、単なる日常の延長にすぎ

ないという見方である。元々良好な関係性を築いている者達の絆がいっそう深まるというこ

とはあろうが、それ以上の想定外の関係性の構築や行動は望めない可能性が高い状態という

ことである。例えば土井（2008）（注21）はクラスが一つのまとまりとして成立しづらく数人程

の小さなグループの内部で人間関係が完結してしまい、クラス全体の統一性や一体感が生ま

れにくくなっていることを問題視しているが、この CASE４の事例は、まさに数人程の小

さなグループで心地よく人間関係を完結させている状態と言えるかもしれない。

もうひとつの見方は、たとえ気心の知れたいつものメンバーであったとしても、上述した

ように「喧嘩祭り」ともパラフレーズできそうな「鬼ごっこ」と並立されるほどの祝祭性が

行事後のカラオケにはある、というものである。こう解せば、日常を異化して気の置けない

仲間とも「出会い直す」ことができる意義深い場とも言えるのである。

これを明らかにするためには、行事後のカラオケを通じて生徒達が何を感じ、何を得たの
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かということに関する調査・検討が必要であるが、本稿では両様の解釈の可能性を指摘する

にとどめざるを得ない。

４　まとめと今後の展望

本稿では行事後、特に体育祭や文化祭の後の「打ち上げ」の実態について先行文献を整理・

検討し、そして実際の聞き取り調査を基にした分析を試みた。学校行事の後の「打ち上げ」

として行われるカラオケには、フォーマルな祝祭のあとの「インフォーマルな祭り」として

の機能があり、そこに原初的な祝祭性を見ることができる。それを「宵祭り」「本祭り」「後

祭」という祭りの伝統的構成の中に位置づければ、カラオケには「後祭」としての儀礼的な

側面を認めることができる。しかしながら、行事後の「打ち上げ」のカラオケにおいて、生

徒の成長に資するような日常の異化作用が現実にどれほど生じているのかということについ

ては、更なる検討を要する課題であることもわかった。

かつて、日本の村落共同体においては「若者組」と呼ばれる組織が存在した。共同体の若

年男子を原則として全員参加させ、厳しい行動規範を持ち、共同体の一人前の大人となるべ

く訓練される教育機能を持った組織であり、後の「青年団」の前身となる存在である。この

若者組が共同体における祭りや芸能を司ることも多く、その活動を通じてコミュニティの秩

序を作り出す機能を有していた（注22・23）。現在の若者に関して言えば、学級を単位とした固

定的なコミュニティはかつての「若者組」のような明確な輪郭と厳しい帰属感を持つもので

はなくなり、多分に不安定な流動性をもったものになっている。その中で、生徒達の自発的

な活動としての「打ち上げ」には一定の機能が期待されるのである。

小泉は、音楽に関する聞き取り調査の際、高校生の心理状況と行動に関して以下のように

述べている。

最も困難なことは、学校において高校生はパーソナル・ミュージックを包み隠そうと様々

な戦略を駆使するため、教室の中のポピュラー音楽が何重もの層を成して構造化している

点にある。むしろ、生徒が学校でパーソナル・ミュージックについて語らないのはなぜか、

という課題を中心に添え、その背後にある教育的諸制度のイデオロギーについて考察する

ことが求められているといえよう。（注24）

ここに示唆されるように、高校生がそのように自らの嗜好を隠さざるをえない状況を作り

出す学校もしくは学級のありかたそのものの問題にも目を向けることが必要であり、それと

同時に、友人との関係性の観点からカラオケでの「打ち上げ」という祭りを捉えていく必要

もあるだろう。その折に我々が留意すべきことは、そこでいかなる日常の異化が起きている

のか、という参加者の心理変化に敏感になることである。
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